
国際化拠点整備事業

指摘を踏まえ、
組み立て直し

○国際化拠点としての外国人学生受け入
れのための総合的な体制整備

大学の国際化のためのネットワーク
形成推進事業

英語のみで学位が取得できるコース

の整備

英語で対応可能なスタッフの配置

日本語・日本文化教育

学修・生活支援

英語による情報発信、情報提供の

強化

海外拠点事務所の整備

他大学等への英語コースの授業開放、
共同コース化
産業界との連携による就職支援
留学フェアの共催、施設の共同利用
Ｗｅｂ出願、翻訳等各種システムの共
有化

○拠点大学ごとの体制整備だけでなく、
拠点大学間のネットワーク化により、拠点
大学の資源・成果を共有化

日本人学生や国際化に
積極的な他大学等へも

効果を拡大

これに応じて、国籍制限の撤廃等
経費の使途も弾力化

国際化拠点整備事業の組み立て直し

●趣旨・目的は良いが、今のやり方では不適当
●英語コースに所属する外国人学生はわずか。他の外国人学生
や日本人学生への裨益が不明で非効率

●支援の対象となるのが外国籍の教員に限られるなど予算の使途
の限定を外すべき

支援の効果は拠点大学
の外国人学生に集中

○以下のような取組により、国際化に積
極的な大学を含め我が国の大学全体に
成果・効果を普及

事業仕分けの指摘
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